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■■  ははじじめめにに  
世界人口の27%にあたる約20億人が安全に管理された

飲料水サービスを受けられず、特に途上国に多いというの
が現状である1)。そのため、このような地域に向けた低コス
トかつ簡易的な飲料水中の細菌汚染浄化システムの開発
が必要となってきている。 
この解決策として低コストで扱うことができる光触媒に注

目した。しかしながら、光触媒は夜間等の低照射条件下に
おいては機能を発揮せず殺菌効果を得ることができない
ことが課題として挙げられる。そこで、細菌が針状の形状
に刺さることで物理的な殺菌効果をもたらすメカノ殺菌効
果に注目した。本研究はこのメカノ殺菌効果と光触媒の複
合材料の合成を目指したものである。 
先行研究において、天然水であるコントレックスを用いる

ことで炭酸カルシウム結晶の中でも針状形状を持つアラゴ
ナイトを光触媒上に析出させることに成功している。さらに
このアラゴナイトが細菌に刺さる様子も観察し、メカノ殺菌
を可視的に確認している2)。この先行研究においてはコント
レックスでアラゴナイトの析出を行なっていたが、天然水を
原料とすることはコストが高く、工業的な生産が難しいこと
が課題となっている。 
そこで本研究では天然水であるコントレックスに組成を

近づけた人工的なミネラル水(以下人工コントレックス)を調
製し、それを用いた材料の合成とできた材料の評価から工
業的な生産を確立させることを目的とした。 
 

■■  活活動動内内容容  
１．人工コントレックスの調製  
天然水の成分は水源によって組成が異なるが主にCa、

Mg、K、Naの成分を含んでいる。今回コントレックスの組成
に近づけるために、CaSO4(粉末)、Mg(HCO3)2、Sr(OH)2、
Ca(HCOO)2、を用いて250mLの出発溶液を調製した。 
 
２. アラゴナイト担持光触媒の合成 
図1のようなUV-LEDライトを用いた循環装置にてアラゴ

ナイト担持光触媒の合成を行なった。アラゴナイトの合成
には、①熱反応、②光触媒反応、③熱反応＋光触媒反応、
④熱反応と光触媒反応もない、といった４条件にて行なっ
た。これに加えて⑤装置を冷蔵庫に入れ、室温より低い環
境で③と同じ実験も行った。 
 

 

 
 
３．耐久性の評価 
この耐久性の評価は活活動動内内容容22で示した①〜④の条件

で合成した試料に対して行った。超純水10mLに合成した
試料を入れ、24hの振とう実験を行った。24h後にEDSで元
素比率を測定したところ、実験前と比べてCaの減少は少な
かった。このことから、光触媒反応を用いた系でより高い耐
久性のアラゴナイトナノニードルが成長したと考えられる
(図2)。 
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図 1 アラゴナイト担持光触媒合成に使用した循環装置 

図 2 24h 振とうによるCa％及びTi%の変化  

人工コントレックス 

‒ 16 ‒

P-4


